The printed Wenxuan (文選) which Hujiwara Miechinaga possessed by 池田, 昌広
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
池
田
昌
広
は
じ
め
に
摂
関
時
代
の
代
表
的
政
治
家
、
藤
原
道
長
（
九
六
六
〜
一
〇
二
七
）
は
大
蔵
書
家
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
熱
心
な
蒐
集
ぶ
り
は
、
か
れ
の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
に
散
見
す
る
和
漢
書
の
記
事
よ
り
知
ら
れ
る１
）
。
道
長
の
蔵
書
は
少
な
か
ら
ず
漢
籍
を
ふ
く
ん
だ
が
、
そ
の
う
ち
に
は
「
摺
本
」
の
語
で
表
さ
れ
た
印
刷
本
が
あ
っ
た
。
道
長
の
「
摺
本
」
所
蔵
を
お
し
え
る
の
は
、
同
記
の
つ
ぎ
の
二
条
で
あ
る
。
Ａ
次
御
送
物
、
摺
本
注﹅
文﹅
選﹅
・
同
文﹅
集﹅
、
入
蒔
絵
筥
一
双
、
袋
象
眼
包
、
五
葉
枝
、
事
了
御
入
。（
寛
弘
七
年
十
一
月
二
十
八
日２
）
）
Ｂ
入
唐
寂
昭ママ
弟
子
念
救
入
京
後
初
来
、
志
摺
本
文﹅
集﹅
天
台
山
図
等
。
（
長
和
二
年
九
月
十
四
日
）
Ａ
は
道
長
か
ら
一
条
天
皇
へ
の
献
物
の
リ
ス
ト
、
Ｂ
は
入
宋
僧
寂
照
か
ら
道
長
へ
の
書
籍
進
呈
の
記
事
で
あ
る
。「
注
文
選
」
は
附
注
本
『
文
選
』、「
文
集
」
は
『
白
氏
文
集
』
を
い
う
。
漢
籍
外
典
の
和
刻
は
鎌
倉
時
代
に
は
じ
ま
る
と
考
え
ら
れ
、
な
に
よ
り
日
本
で
の
書
籍
印
刷
が
十
一
世
紀
に
創
業
し
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
『
文
選
』
と
『
白
氏
文
集
』
と
の
印
刷
地
は
中
国
と
断
ぜ
ら
れ
る３
）
。道
長
の
時
代
は
中
国
で
は
北
宋
初
期
に
あ
た
る
。
五
代
に
は
じ
め
て
儒
教
経
典
が
印
刷
さ
れ
、
よ
う
よ
う
仏
典
と
実
用
書
以
外
の
一
般
の
書
籍
も
印
刷
さ
れ
は
じ
め
た
と
は
い
え
、
刊
本
の
絶
対
量
は
な
お
少
な
く
流
通
範
囲
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。
道
長
の
「
摺
四
七
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
本
」
入
手
は
、
仏
経
を
の
ぞ
い
て
中
国
刊
本
舶
載
の
最
早
の
一
例
で
あ
り
、
ま
た
当
時
に
お
け
る
刊
本
の
稀
少
性
か
ら
も
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
Ａ
Ｂ
両
条
へ
の
注
視
は
こ
れ
ま
で
に
も
多
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ら
言
及
の
筆
は
往
々
に
し
て
宋
本
舶
載
の
例
証
と
し
て
引
挙
す
る
に
と
ど
ま
る
憾
み
が
あ
っ
た
。
Ａ
Ｂ
の
「
摺
本
」
そ
れ
自
体
が
直
接
の
研
究
対
象
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
論
は
、
Ａ
の
「
摺
本
注
文
選
」
が
い
か
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
か
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
の
『
白
氏
文
集
』
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た４
）
。
ま
た
『
文
選
』
の
初
期
印
刷
史
に
つ
い
て
も
私
見
を
述
べ
る
。
行
論
の
次
第
は
こ
う
だ
。
ま
ず
北
宋
初
期
以
前
の
中
国
に
お
け
る
『
文
選
』
の
印
刷
史
を
整
理
す
る
。
そ
の
結
果
、
数
種
の
刊
本
が
道
長
蔵
本
の
候
補
に
あ
が
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
い
で
、
そ
れ
ら
候
補
の
う
ち
道
長
の
手
に
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
づ
れ
が
妥
当
か
比
定
を
も
く
ろ
む
。
比
定
に
あ
た
り
印
刷
史
の
み
か
ら
の
検
討
に
は
限
界
が
あ
る
け
れ
ど
、
当
時
の
国
際
交
易
ま
た
摂
関
家
を
ふ
く
む
日
本
仏
教
界
の
動
向
を
加
味
す
る
こ
と
で
蓋
然
性
の
高
い
比
定
が
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
一
昭
裔
本
と
北
宋
国
子
監
初
修
本
最
初
に
わ
れ
わ
れ
が
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
国
に
お
け
る
『
文
選
』
の
印
刷
史
で
あ
る
。
Ａ
を
記
し
た
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
は
北
宋
の
大
中
祥
符
三
年
に
あ
た
る
か
ら
、
必
要
な
知
識
は
こ
の
年
以
前
の
『
文
選
』
の
印
刷
史
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
ろ
以
前
の
『
文
選
』
の
刊
刻
は
、
い
ち
お
う
左
記
の
二
本
を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
る５
）
。
一
）
後
蜀
昭
裔
刊
五
臣
注
本
（
九
四
〇
年
ご
ろ
〜
九
五
〇
年
代
）。
二
）
北
宋
国
子
監
初
修
李
善
注
本
（
一
〇
〇
七
〜
一
〇
一
一
年
）。
一
）は
後
蜀
の
宰
相
で
あ
っ
た
昭
裔
の
家
刻
本
で
あ
る
。
昭
裔
に
よ
る
刊
刻
は
『
文
選
』
の
ほ
か
『
初
学
記
』『
白
氏
六
帖
』
に
も
お
よ
び
、
ま
た
蜀
主
に
九
経
の
刊
行
を
請
い
実
現
さ
せ
て
い
る
。
昭
裔
の
一
連
の
印
刷
事
業
は
斯
学
で
は
よ
く
知
ら
れ
、
五
代
の
印
四
八
刷
史
を
概
説
す
る
際
に
は
必
ず
ふ
れ
ら
れ
る
。
遺
憾
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
一
本
も
現
存
し
な
い
。
通
説
で
は
こ
の
時
の
刊
刻
が
『
文
選
』
印
刷
の
最
初
で
あ
る
。
昭
裔
刻
書
の
こ
と
は
諸
書
に
記
録
が
あ
る
。
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
の
は
、
南
宋
の
王
明
清
『
揮
録
』
餘
話
巻
二
と
『
宋
史
』
守
素
伝
と
の
記
事
で
あ
る
。
Ｃ
丘﹅
倹﹅
貧
賤
時
、
嘗
借
文
選
於
交
遊
間
、
其
人
有
難
色
、
発
憤
異
日
若
貴
、
当
板
以
鏤
之
遺
学
者
。
後
仕
王﹅
蜀
為
宰
、
遂
践
其
言
刊
之
。
印
行
書
籍
、
創
見
於
此
。
事
載
陶
岳
五
代
史
補
。
（『
揮
録
』
餘
話
巻
二
）
Ｄ
守
素
、
字
表
淳
、
河
中
龍
門
人
。
父
昭
裔
、
偽
蜀
宰
相
、
太
子
太
師
致
仕
。
…
…
昭
裔
性
好
蔵
書
、
在
成
都
、
令
門
人
勾
中
正
・
孫
逢
吉
書
文
選
・
初
学
記
・
白
氏
六
帖
鏤
板
。
守
素
齎
至
中
朝
行
于
世
。
大
中
祥
符
九
年６
）
、
子
克
勤
上
其
板
、
補
三
班
奉
職
。
（『
宋
史
』
巻
四
百
七
十
九
、
守
素
伝
）
Ｃ
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
昭
裔
で
あ
る
べ
き
を
丘
倹
に
、
孟
蜀
（
後
蜀
）
で
あ
る
べ
き
を
王
蜀
（
前
蜀
）
に
誤
る
な
ど
い
く
ら
か
不
備
が
あ
る
け
れ
ど
、『
文
選
』
の
印
行
は
ま
ち
が
い
な
い７
）
。
た
だ
刊
刻
の
時
期
が
明
白
で
な
い
。
昭
裔
が
相
位
に
つ
い
た
の
は
、
後
蜀
の
後
主
孟
昶
が
即
位
し
た
明
く
る
九
三
五
年
で
あ
る
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
七
十
九
、
清
泰
二
年
四
月
庚
午
条８
）
）。
致
仕
は
九
六
一
年
（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
、
建
隆
二
年
五
月
条
）、
死
亡
は
九
六
七
年
（
同
上
書
巻
八
、
乾
徳
五
年
十
一
月
乙
酉
条
）
で
あ
っ
た
。
Ｄ
に
版
下
の
書
者
と
し
て
名
の
あ
が
る
勾
中
正
は
『
宋
史
』
巻
四
百
四
十
一
に
伝
が
あ
る
。
そ
こ
に
「
孟
昶
時
館
於
其
相
昭
裔
之
第
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
昭
裔
の
孟
昶
代
の
宰
相
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
お
な
じ
く
版
下
を
書
い
た
孫
逢
吉
は
、
広
政
十
四
年
（
九
五
一
）
に
孟
昶
の
命
に
よ
り
成
都
の
学
宮
に
建
て
ら
れ
た
石
経
で
も
『
易
経
』
の
書
き
手
を
務
め
た
。
南
宋
の
范
成
大
「
石
経
始
末
記
」（
明
・
周
復
俊
『
全
蜀
藝
文
志
』
巻
三
十
六
）
に
「
周
易
、
辛
亥
歳
陽
孫
逢
吉
書
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
知
ら
れ
る
。「
辛
亥
歳
」
は
広
政
十
四
年
で
あ
る
。
後
蜀
が
宋
に
降
っ
た
直
後
、
逢
吉
は
宋
の
太
祖
よ
り
命
ぜ
ら
れ
後
蜀
朝
の
「
法
物
図
書
経
籍
」
な
ど
を
開
封
に
移
送
し
て
い
る９
）
。
そ
の
方
面
の
知
識
を
か
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
九
十
一
、
広
順
三
年
五
月
丁
亥
条
に
は
「
自
唐
末
以
来
、
所
在
学
校
廃
絶
。
蜀
昭
裔
出
私
財
百
万
営
学
館
、
且
請
刻
板
印
九
経
、
蜀
主
従
之
。
由
是
蜀
中
文
学
四
九
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
復
盛
」
と
あ
る
。
広
順
は
後
周
の
年
号
で
、
そ
の
三
年
は
後
蜀
の
広
政
十
六
年
（
九
五
三
）
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
昭
裔
に
よ
る
文
化
事
業
は
、
お
お
む
ね
九
四
〇
年
ご
ろ
か
ら
九
五
〇
年
代
の
史
事
と
考
え
ら
れ
る
。『
文
選
』
刊
刻
も
そ
の
う
ち
だ
ろ
う
か
ら
、
時
間
的
に
は
寛
弘
七
年
以
前
の
日
本
舶
載
は
可
能
で
あ
る
。
本
『
文
選
』
の
注
に
つ
い
て
附
言
す
る
。
該
本
の
注
の
有
無
ま
た
附
注
と
す
れ
ば
だ
れ
の
注
か
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
つ
い
て
、
従
来
こ
れ
を
明
記
し
た
史
料
が
な
い
と
し
な
が
ら
も
当
時
の
五
臣
注
の
盛
行
か
ら
五
臣
注
本
に
推
す
理
解
が
通
説
で
あ
っ
た10
）
。
わ
た
し
は
通
説
に
一
つ
の
論
拠
を
追
加
し
た
い
。
Ｄ
な
ど
に
よ
っ
て
、
本
の
版
木
は
孫
の
克
勤
に
よ
っ
て
真
宗
に
献
上
さ
れ
た
と
知
ら
れ
る
。
こ
れ
が
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
）
の
史
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
版
木
は
六
年
後
の
天
禧
五
年
（
一
〇
二
一
）
の
証
言
に
よ
れ
ば
摩
滅
が
は
げ
し
く
刷
り
に
適
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
証
言
と
は
『
宋
会
要
輯
稿
』
職
官
二
八
之
二
「
国
子
監
」
に
み
え
る
劉
崇
超
の
上
奏
で
あ
る
。
（
天
禧
五
年
）
七
月
、
内
殿
承
制
兼
管
勾
国
子
監
劉
崇
超
言
、
本
監
管
経
書
六
十
六
件
印
板
、
内
孝
経
・
論
語
・
爾
雅
・
礼
記
・
春
秋
・
文
選
・
初
学
記
・
六
帖
・
韻
対
・
爾
雅
釈
文
等
十
件
、
年
深
訛
闕
、
字
体
不
全
、
有
妨
印
造
。
昨
礼
部
貢
貢ママ
院
取
到
孝
経
・
論
語
・
爾
雅
・
礼
記
・
春
秋
皆
李
所
書
旧
書
、
乞
差
直
講
官
重
看
本
造
。
内
文
選
只
是
五
臣
注
本
、
切
見
李
善
所
注
該
博
、
乞
令
直
講
官
校
本
、
別
李
善
注
本
。
其
初
学
記
・
六
帖
・
韻
対
・
爾
雅
釈
文
等
四
件
、
須
重
写
印
。
並
従
之
。
「
年
深
訛
闕
、
字
体
不
全
、
有
妨
印
造
」
と
さ
れ
た
十
書
の
う
ち
の
『
文
選
』
の
印
板
と
は
、
宿
白
の
い
う
と
お
り
克
勤
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
た
本
の
版
木
だ
ろ
う11
）
。
劉
崇
超
が
「
内
文
選
只
是
五
臣
注
」
と
明
言
す
る
の
は
本
『
文
選
』
が
五
臣
注
本
で
あ
っ
た
有
力
な
証
拠
に
な
る
は
ず
だ
。「
初
学
記
・
六
帖
」
は
氏
刊
本
の
の
こ
る
二
書
で
あ
る
と
推
量
さ
れ
る
。
両
本
の
「
重
写
印
」
が
も
と
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
本
『
文
選
』
の
重
刊
は
要
請
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
崇
超
は
李
善
注
の
該
博
を
い
い
李
善
単
注
本
の
刊
刻
を
進
言
し
て
い
る
か
ら
、
五
臣
注
は
あ
ら
た
に
版
木
を
お
こ
す
価
値
を
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
よ
う
や
く
五
臣
注
の
地
位
の
低
下
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
李
善
単
注
本
の
印
行
は
つ
づ
い
て
述
べ
る
国
子
監
本
に
よ
っ
て
実
現
を
見
五
〇
た
。つ
ぎ
は
二
）で
あ
る
。
北
宋
の
国
子
監
は
二
度
、『
文
選
』
を
そ
れ
も
李
善
単
注
本
を
印
刷
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
初
修
本
と
重
修
本
と
で
あ
る
。
目
下
こ
の
時
が
李
善
注
本
の
は
じ
め
て
の
印
刷
と
さ
れ
る
。
両
本
の
刊
刻
に
つ
い
て
は
比
較
的
史
料
が
の
こ
っ
て
い
る
。
岡
村
繁
「
重
修
北
宋
国
子
監
本
『
李
善
注
文
選
』
序
説
」（『
立
命
館
文
学
』
第
五
九
八
号
、
二
〇
〇
七
年
）
に
要
を
得
た
解
説
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
り
整
理
し
て
お
こ
う
。
重
修
本
が
製
作
さ
れ
た
の
は
、
初
修
本
が
大
中
祥
符
八
年
四
月
の
「
宮
城
大
火
」
で
焼
失
し
た
か
ら
で
あ
る
。
重
修
本
の
校
勘
印
行
は
、
寛
弘
七
年
よ
り
あ
と
の
天
聖
（
一
〇
二
三
〜
一
〇
三
二
）
初
年
に
開
始
さ
れ
た
の
で
、
重
修
本
は
小
論
の
考
察
対
象
に
な
ら
な
い
。
初
修
本
は
ど
う
か
。
初
修
本
の
校
勘
作
業
は
景
徳
四
年
（
一
〇
〇
七
）
に
は
じ
ま
っ
た
が
、
完
成
印
行
さ
れ
た
の
は
大
中
祥
符
四
年
（
一
〇
一
一
）
で
あ
る
。
寛
弘
七
年
に
は
間
に
合
わ
な
い
。「
摺
本
注
文
選
」
は
初
修
本
で
は
あ
り
え
な
い
。
以
上
の
考
察
か
ら
消
去
法
に
よ
っ
て
、
Ａ
の
「
摺
本
注
文
選
」
は
本
に
解
決
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
じ
つ
は
も
う
一
本
、
候
補
の
資
格
を
も
つ
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
二
両
浙
本
第
三
の
テ
キ
ス
ト
は
つ
ぎ
の
本
で
あ
る
。
三
）
両
浙
（
お
そ
ら
く
杭
州
）
刊
五
臣
注
本
（
一
〇
二
六
年
以
前
）
両
浙
本
の
存
在
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
王
朝
の
宣
徳
三
年
（
一
四
二
八
）
活
字
印
本
六
家
注
『
文
選
』（
以
下
、
朝
鮮
宣
徳
本
）
末
尾
の
記
述
に
よ
り
知
ら
れ
る12
）
。
朝
鮮
本
は
宋
本
を
祖
本
に
も
つ
ば
あ
い
が
あ
っ
て
、
刊
行
の
時
期
が
お
そ
く
と
も
価
値
は
し
ば
し
ば
宋
本
に
劣
ら
な
い
。
朝
鮮
宣
徳
本
は
そ
の
例
に
あ
た
り
、
底
本
は
北
宋
の
秀
州
州
学
刊
六
家
注
『
文
選
』（
一
〇
九
四
年
刊
。
亡
失
）
で
あ
る
。
秀
州
本
は
、
朝
鮮
宣
徳
本
末
尾
に
の
こ
る
跋
文
三
篇
か
ら
、
前
述
の
北
宋
国
子
監
重
修
李
善
単
注
本
と
平
昌
孟
氏
刊
五
一
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
五
臣
単
注
本
（
一
〇
二
六
年
刊
。
亡
失
）
と
を
合
刻
し
た
本
と
判
明
す
る
。
五
臣
注
と
李
善
注
と
の
合
刻
は
、
秀
州
本
に
は
じ
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
朝
鮮
宣
徳
本
末
尾
の
跋
文
三
篇
の
う
ち
、
小
論
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
沈
厳
「
五
臣
本
後
序
」
で
あ
る
。
同
序
は
天
聖
四
年
（
一
〇
二
六
）
の
年
紀
を
も
つ
。
も
と
も
と
は
孟
本
の
巻
末
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
左
記
の
ご
と
く
あ
る
。
Ｅ
二
川
両
浙
、
先
有
印
本
。
模
印
大
而
部
重
、
較
本
粗
而
舛
脱
夥
。
舛
脱
夥
則
転
迷
亥
、
誤
後
生
之
記
誦
。
部
重
則
難
巾
箱
、
労
游
学
之
負
。
斯
為
用
也
、
得
尽
善
乎
。
今
平
昌
孟
氏
、
好
事
者
也
。
訪
精
当
之
本
、
命
洽
之
士
、
極
加
考
、
弥
用
刊
正
、（
割
注
略
）
小
字
楷
書
、
深
鏤
濃
印
、
其
失ママ
軽
可
以
致
遠
、
字
明
可
以
経
久
、
其
為
利
也
、
良
可
多
矣
。
注
目
す
べ
き
は
「
二
川
両
浙
、
先
有
印
本
」
の
句
で
あ
る
。「
今
平
昌
孟
氏
」
云
々
と
い
う
「
今
」
こ
そ
が
天
聖
四
年
だ
か
ら
、
同
年
以
前
に
「
二
川
」
と
「
両
浙
」
と
で
『
文
選
』
の
刊
刻
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
割
注
に
は
「
旧
本
」
の
語
が
あ
っ
て
、
孟
本
以
前
の
こ
の
二
本
を
指
す
と
解
さ
れ
る
。
沈
序
は
「
旧
本
」
の
李
善
注
か
五
臣
注
か
あ
る
い
は
無
注
か
の
別
を
い
わ
な
い
け
れ
ど
、
該
序
が
「
五
臣
本
後
序
」
と
題
さ
れ
、
ま
た
冒
頭
に
「
若
夫
変
文
之
華
実
・
匠
意
之
工
拙
、
梁
昭
明
序
之
詳
矣
。
製
作
之
端
・
引
用
之
典
故
、
唐
五
臣
注
之
審
矣
」
と
い
い
蕭
統
と
五
臣
と
を
併
称
し
て
他
注
に
ま
っ
た
く
言
及
し
な
い
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
「
旧
本
」
は
孟
本
と
同
様
に
五
臣
単
注
本
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
「
二
川
」
と
「
両
浙
」
と
は
ど
こ
か
。
「
二
川
」
は
、
東
川
（
い
ま
の
重
慶
お
よ
び
そ
の
周
辺
）
と
西
川
（
成
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
）
と
の
合
称
で
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
蜀
の
異
称
で
あ
る
。
唐
の
宿
が
太
和
九
年
（
八
三
五
）
に
奏
請
し
て
、
民
間
に
よ
る
暦
の
印
刷
を
禁
止
す
る
よ
う
説
い
て
い
る
う
ち
、
印
暦
の
印
刷
地
を
ば
「
剣
南
両
川
及
淮
南
道
」
と
指
摘
す
る
（『
冊
府
元
亀
』
巻
百
六
十
）。「
両
川
」
は
「
二
川
」
に
同
義
で
、「
剣
南
」
も
同
じ
く
蜀
を
指
す
。
宿
の
「
剣
南
両
川
」
も
沈
厳
の
「
二
川
」
も
指
示
す
る
の
は
蜀
だ
が
、
実
体
は
成
都
で
あ
ろ
う
。
蜀
の
印
刷
の
中
心
が
成
都
か
ら
眉
山
に
移
る
の
は
南
宋
以
降
で
あ
る
。
五
二
成
都
で
は
唐
代
か
ら
印
刷
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
宿
の
上
奏
文
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
日
本
の
入
唐
僧
宗
叡
が
咸
通
六
年
（
八
六
五
）
に
記
し
た
『
新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
』（『
大
正
蔵
』
巻
五
十
五
）
に
「
西
川
印
子
唐
韻
一
部
五
巻
、
同
印
子
玉
篇
一
部
卅
巻
」
の
著
録
を
見
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
諒
解
さ
れ
る
。『
玉
篇
』
の
三
十
巻
と
い
う
サ
イ
ズ
は
、
唐
代
の
印
本
と
し
て
は
特
大
と
い
う
べ
き
で
、
印
刷
の
最
先
端
で
あ
っ
た
成
都
な
ら
で
は
と
思
わ
れ
る
。
昭
裔
ら
の
刊
刻
が
実
現
し
た
の
も
該
地
で
の
唐
代
以
来
の
蓄
積
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
成
都
の
印
刷
業
は
、
北
宋
に
入
っ
て
い
っ
そ
う
の
隆
盛
を
見
せ
、
北
宋
初
期
に
あ
っ
て
は
宋
の
印
刷
事
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。
然
（
九
三
八
〜
一
〇
一
六
）
の
将
来
し
た
こ
と
で
著
名
の
開
宝
蔵
が
成
都
で
開
版
さ
れ
た
の
は
、
ゆ
え
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
川
本
が
蜀
版
と
す
れ
ば
本
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
状
況
証
拠
か
ら
両
者
は
同
一
本
と
思
わ
れ
る
。
論
拠
は
つ
ぎ
の
三
点
、
①
と
も
に
蜀
刊
五
臣
注
本
『
文
選
』
で
あ
る
こ
と
、
②
印
刷
時
期
が
近
接
す
る
こ
と
、
③
沈
序
が
本
に
つ
い
て
全
く
ふ
れ
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
こ
と
。
③
に
つ
い
て
こ
と
ば
を
継
ご
う
。
昭
裔
の
男
守
素
（
九
七
三
年
歿
。
享
年
五
十
三
）
は
後
蜀
滅
亡
（
九
六
五
年
）
の
の
ち
北
宋
に
つ
か
え
た
が
、
Ｄ
の
「
守
素
齎
至
中
朝
行
于
世
」
に
よ
っ
て
守
素
が
開
封
に
本
の
お
そ
ら
く
版
木
を
も
ち
こ
み
印
刷
通
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
約
六
十
年
後
の
天
聖
四
年
当
時
、
本
の
存
在
が
忘
却
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
饒
宗
頤
も
二
川
本
が
本
を
指
す
と
し
て
い
る13
）
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
史
料
の
ほ
と
ん
ど
の
こ
ら
な
い
両
浙
本
さ
え
挙
げ
る
沈
序
が
、
本
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
結
果
に
な
り
、
す
べ
て
の
つ
じ
つ
ま
が
合
う
。
も
う
一
箇
所
の
「
両
浙
」
は
、
北
宋
の
行
政
区
分
で
い
え
ば
両
浙
路
で
あ
る
。
明
白
な
記
録
は
な
い
け
れ
ど
、
実
質
は
杭
州
を
指
す
と
推
量
さ
れ
る
。
天
聖
四
年
以
前
の
両
浙
路
に
あ
っ
て
、
五
臣
注
『
文
選
』
の
三
十
巻
と
い
う
大
部
な
書
籍
の
刊
行
が
可
能
な
地
と
な
れ
ば
杭
州
の
ほ
か
は
考
え
に
く
い14
）
。
北
宋
の
両
浙
路
は
諸
処
で
印
本
が
生
産
さ
れ
た
が
杭
州
の
印
本
製
作
が
最
も
早
く
、
他
処
で
の
印
刷
事
業
の
創
生
は
杭
州
に
お
く
れ
る
。
杭
州
の
印
刷
文
化
は
呉
越
時
代
す
で
に
質
量
と
も
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
当
時
の
遺
物
と
し
て
『
宝
篋
印
経
』
が
あ
る
。
呉
越
最
後
五
三
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
の
王
で
あ
っ
た
銭
俶
（
在
位
九
四
八
〜
九
七
八
年
）
が
印
刷
さ
せ
た
刊
経
で
日
本
に
も
つ
た
わ
っ
た
。
三
次
の
印
経
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
最
後
の
乙
丑
（
九
六
五
年
）
本
は
、
紙
質
を
ふ
く
め
の
ち
の
宋
本
に
お
と
ら
な
い
精
妙
な
仕
上
が
り
で
、
呉
越
印
本
の
完
成
度
の
高
さ
を
証
明
し
て
い
る15
）
。
九
七
八
年
、
呉
越
が
宋
に
降
っ
た
の
ち
杭
州
の
印
刷
文
化
は
い
っ
そ
う
の
発
展
を
見
た
。
北
宋
刊
本
の
主
流
は
官
刻
本
だ
が
、
太
宗
時
代
よ
り
少
な
か
ら
ざ
る
国
子
監
本
が
じ
つ
は
開
封
で
は
な
く
杭
州
で
開
版
さ
れ
た
事
実
は
杭
州
の
実
力
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
北
宋
中
期
以
降
に
は
、
杭
州
こ
そ
が
両
浙
路
の
み
な
ら
ず
宋
代
の
印
刷
の
中
心
で
あ
っ
た16
）
。
果
た
し
て
、
Ｅ
の
「
二
川
両
浙
」
が
成
都
と
杭
州
と
い
う
推
定
を
得
た17
）
。
さ
て
、
宋
代
の
『
文
選
』
読
書
史
の
お
お
き
な
流
れ
を
所
依
の
注
釈
の
側
面
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
は
五
臣
注
か
ら
李
善
注
へ
の
移
行
で
あ
っ
た
。
な
お
五
臣
注
の
完
全
な
放
棄
に
は
い
た
ら
な
い
と
し
て
も
、
該
注
の
刊
刻
史
を
一
閲
す
る
に
、
六
家
注
（
五
臣
、
李
善
の
順
）
本
か
ら
六
臣
注
（
李
善
、
五
臣
の
順
）
本
へ
の
流
行
の
変
化
は
明
ら
か
で
、
五
臣
注
の
地
位
の
漸
次
低
下
が
看
取
さ
れ
る
。
地
位
の
低
下
と
李
善
五
臣
合
注
本
の
盛
行
と
で
、
五
臣
単
注
本
は
ほ
と
ん
ど
伝
を
絶
っ
た
。
現
存
す
る
宋
版
の
五
臣
単
注
本
『
文
選
』
は
わ
づ
か
二
本
し
か
な
い
。
紹
興
三
十
一
年
（
一
一
六
一
）
刊
建
陽
陳
八
郎
本
と
南
宋
極
初
刊
杭
州
鍾
家
本
と
だ
。
小
論
に
と
っ
て
、
後
者
は
興
味
ぶ
か
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
鍾
家
本
は
巻
二
十
九
（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
）
と
巻
三
十
（
国
家
図
書
館
蔵
）
と
の
二
巻
の
み
が
現
存
す
る
。
巻
三
十
（
五
臣
注
『
文
選
』
は
全
三
十
巻
だ
か
ら
、
つ
ま
り
最
終
巻
）
の
尾
題
あ
と
に
「
銭
唐
鮑
洵
書
字
」
と
あ
り
、
そ
の
裏
葉
に
「
杭
州
猫
児
橋
河
東
岸
開
紙
馬
鋪
鍾
家
印
行
」
の
刊
記
が
あ
る
。
遺
憾
な
が
ら
両
巻
全
本
の
影
印
は
な
い
よ
う
で
、
わ
づ
か
に
北
京
図
書
館
編
『
中
国
版
刻
図
録
』（
朋
友
書
店
、
一
九
八
三
年
複
刊
。
初
版
一
九
六
一
年
）
に
巻
三
十
の
巻
首
と
巻
尾
と
の
書
影
が
収
載
さ
れ
る
（
図
版
五
・
六18
）
）。
わ
た
し
は
な
お
鍾
家
本
残
巻
全
葉
を
閲
す
る
機
会
を
も
っ
て
い
な
い
が
、『
中
国
版
刻
図
録
』
の
解
題
（
八
頁
）、
該
本
巻
三
十
を
実
見
し
た
阿
部
隆
一
の
調
査
報
告19
）
、
傅
剛
の
紹
介
論
文20
）
に
よ
っ
て
書
誌
的
情
報
を
得
た
。
注
目
す
べ
き
は
鍾
家
本
の
避
諱
で
あ
る
。
阿
部
に
よ
れ
ば
、
缺
筆
が
「
玄
玄
警
弘
殷
筐
恒
貞
」
の
諸
字
に
あ
る
と
い
う
。
避
諱
は
仁
五
四
宗
（
諱
は
「
禎
」。「
貞
」
は
嫌
名
）
ま
で
で
英
宗
以
降
は
避
諱
し
て
い
な
い
。
鍾
家
本
が
南
宋
初
年
の
刊
刻
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
明
白
だ
か
ら21
）
、
こ
の
避
諱
の
状
況
は
該
本
の
底
本
の
字
面
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
初
期
に
は
北
宋
刊
本
の
覆
刻
が
さ
か
ん
で
、
鍾
家
本
も
そ
の
一
本
で
あ
ろ
う22
）
。
避
諱
の
状
況
か
ら
は
、
底
本
の
刊
刻
時
期
の
上
限
が
仁
宗
朝
で
あ
る
こ
と
し
か
み
ち
び
け
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
く
だ
ん
の
底
本
に
ふ
さ
わ
し
い
本
を
す
で
に
知
っ
て
い
る
。
孟
本
で
あ
る
。
孟
本
は
沈
序
に
よ
っ
て
仁
宗
の
天
聖
四
年
の
刊
刻
と
判
明
し
て
い
る
五
臣
単
注
本
で
あ
る
。
孟
本
は
鍾
家
本
の
底
本
に
必
要
な
条
件
を
唯
一
み
た
し
て
い
る23
）
。
孟
本
（
少
な
く
と
も
そ
の
五
臣
注
部
分
）
は
秀
州
本
を
介
し
て
朝
鮮
宣
徳
本
に
保
存
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
い
ま
鍾
家
本
の
書
影
が
『
中
国
版
刻
図
録
』
収
載
の
巻
三
十
巻
首
巻
尾
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
比
較
量
は
不
充
分
だ
が
、
朝
鮮
宣
徳
本
と
鍾
家
本
と
の
対
校
を
こ
こ
ろ
み
た
。
朝
鮮
宣
徳
本
の
正
文
は
李
善
注
本
の
影
響
を
う
け
て
い
る
可
能
性
が
消
え
な
い
か
ら
、
対
校
す
る
価
値
が
あ
る
の
は
五
臣
の
注
文
の
み
で
あ
る
。
結
果
は
ほ
ぼ
全
同
で
あ
っ
た
。「
ほ
ぼ
」
と
い
う
の
は
、
朝
鮮
宣
徳
本
の
二
字
が
印
字
不
良
で
判
読
で
き
な
い
こ
と
、
朝
鮮
宣
徳
本
の
五
臣
注
一
条
が
同
条
の
李
善
注
文
に
ほ
ぼ
包
摂
さ
れ
て
い
る
の
で
「
五
臣
注
同
」
と
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
以
上
二
点
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
実
質
は
全
同
と
い
っ
て
よ
い
。
鍾
家
本
残
巻
全
葉
と
の
対
校
が
実
現
す
れ
ば
、
両
本
の
一
致
は
よ
り
は
っ
き
り
す
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
本
（
二
川
本
）、
両
浙
本
、
孟
本
、
秀
州
本
、
鍾
家
本
、
朝
鮮
宣
徳
本
に
継
承
関
係
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
鍾
家
本
は
刊
記
に
よ
っ
て
刊
行
地
が
杭
州
で
あ
っ
た
と
判
明
し
て
お
り
、
秀
州
が
杭
州
の
北
ど
な
り
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
孟
本
の
刊
行
地
も
杭
州
の
可
能
性
が
高
い
。
孟
氏
が
平
昌
（
現
山
東
省
安
邱
県
）
の
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
刊
行
地
ま
で
平
昌
に
考
え
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
杭
州
を
中
心
と
す
る
五
臣
注
『
文
選
』
印
刷
の
伝
統
は
、
両
浙
本
に
は
じ
ま
る
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
両
浙
本
は
杭
州
に
お
け
る
刊
本
五
臣
注
『
文
選
』
の
祖
本
に
あ
た
る
。
両
浙
本
に
つ
い
て
は
情
報
が
少
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
を
保
存
す
る
と
推
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）
に
朝
鮮
王
朝
で
刊
行
さ
れ
た
五
臣
単
注
本
『
文
選
』（
以
下
、
朝
鮮
正
徳
本
）
で
あ
る24
）
。
該
本
は
両
浙
本
を
、
直
接
か
否
か
は
明
五
五
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
白
で
な
い
が
底
本
に
も
つ
と
推
量
さ
れ
る
。
磯
部
彰
は
、
朝
鮮
宣
徳
本
の
五
臣
注
部
分
と
朝
鮮
正
徳
本
の
そ
れ
と
を
対
校
し
、
両
者
が
近
似
す
る
も
微
細
な
異
同
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
磯
部
は
、
こ
の
わ
け
を
朝
鮮
宣
徳
本
五
臣
注
が
秀
州
本
を
介
し
孟
本
を
、
朝
鮮
正
徳
本
が
孟
氏
校
訂
以
前
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
両
浙
本
を
、
そ
れ
ぞ
れ
祖
本
に
も
つ
こ
と
よ
り
生
じ
た
と
説
明
し
た25
）
。
つ
ま
り
朝
鮮
宣
徳
本
と
朝
鮮
正
徳
本
と
に
あ
る
五
臣
注
文
の
異
同
は
、
孟
本
と
両
浙
本
と
の
異
同
の
反
映
と
い
う
の
だ
。
磯
部
説
は
史
料
的
状
況
を
う
ま
く
説
明
し
て
お
り
合
理
的
だ
。
磯
部
説
を
承
認
す
れ
ば
、
両
浙
本
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
朝
鮮
正
徳
本
に
受
け
継
が
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
小
論
末
尾
に
、
推
定
さ
れ
る
「
五
臣
注
『
文
選
』
刊
本
の
系
譜
」
を
提
示
す
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
三
「
摺
本
注
文
選
」
の
比
定
以
上
の
二
章
に
わ
た
る
考
察
か
ら
、「
摺
本
注
文
選
」
の
候
補
に
は
昭
裔
本
（
二
川
本
）、
両
浙
本
の
二
本
が
の
こ
っ
た
。
本
は
十
世
紀
な
か
ば
の
印
行
だ
か
ら
、
寛
弘
七
年
以
前
の
日
本
将
来
は
可
能
で
あ
る
。
両
浙
本
の
刊
行
時
期
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
孟
本
の
刊
刻
さ
れ
た
天
聖
四
年
よ
り
前
と
し
か
い
え
な
い
け
れ
ど
、
寛
弘
七
年
以
前
の
舶
載
の
可
能
性
は
な
お
の
こ
る
。
果
た
し
て
道
長
所
蔵
の
「
摺
本
注
文
選
」
に
は
、
本
と
両
浙
本
と
ど
ち
ら
も
可
能
性
を
存
し
一
方
を
え
ら
ぶ
に
は
至
ら
な
い
。『
文
選
』
印
刷
史
か
ら
の
探
索
は
こ
こ
に
途
絶
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た26
）
。
し
か
し
手
が
か
り
は
あ
る
。
着
目
す
べ
き
は
、
道
長
所
蔵
の
「
摺
本
注﹅
文
選
」
が
ほ
ぼ
確
実
に
五
臣
注
本
で
あ
る
こ
と
だ
。
Ａ
の
時
点
で
李
善
注
刊
本
は
存
在
し
な
い27
）
。
そ
れ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
三
年
十
月
二
十
日
条
の
つ
ぎ
の
記
事
で
あ
る
。
Ｆ
唐
人
令
文
所
及
蘇
木
・
茶
等
持
来
、
五
臣
注
文
選
・
文
集
等
持
来
。
「
令
文
」
は
宋
商
の
曾
令
文
を
い
う
。
Ｆ
は
道
長
が
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
に
宋
商
よ
り
五
臣
注
『
文
選
』
と
『
白
氏
文
集
』
と
入
手
し
た
こ
と
を
お
し
え
る
。
寛
弘
七
年
の
わ
づ
か
四
年
前
、
し
か
も
Ｆ
「
五
臣
注
文
選
・
文
集
」
は
Ａ
「
摺
本
注
文
選
・
同
文
集
」
に
五
六
符
合
す
る
。
両
者
は
同
一
の
品
と
思
わ
れ
る
。
Ｆ
に
注
目
し
、
Ａ
「
摺
本
注
文
選
」＝
Ｆ
「
五
臣
注
文
選
」、
Ａ
「
同
文
集
」＝
Ｆ
「
文
集
」
の
等
式
を
漠
然
と
想
定
す
る
研
究
者
は
こ
れ
ま
で
に
も
い
た28
）
。
そ
れ
ら
に
論
拠
の
記
載
は
な
い
の
だ
が
、『
御
堂
関
白
記
』
現
存
巻
の
う
ち
Ｆ
以
外
に
「
摺
本
注
文
選
・
同
文
集
」
の
入
手
記
事
と
し
て
適
当
な
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
主
張
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
御
堂
関
白
記
』
は
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
の
七
月
か
ら
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
の
九
月
ま
で
が
断
続
的
に
の
こ
っ
て
い
る
。
Ａ
以
前
の
残
存
状
況
は
長
徳
四
年
七
月
以
降
で
い
え
ば
、
長
保
二
年
後
半
か
ら
同
五
年
末
ま
で
三
年
半
分
の
缺
巻
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
ぼ
そ
ろ
っ
て
い
る
。
兄
の
道
隆
、
道
兼
が
あ
い
つ
い
で
死
去
し
道
長
が
右
大
臣
に
の
ぼ
る
の
が
長
徳
元
年
、
翌
年
に
は
左
大
臣
に
就
き
、
道
長
は
名
実
と
も
に
最
高
権
力
者
と
な
る
。『
御
堂
関
白
記
』
の
存
巻
は
、
道
長
が
「
摺
本
注
文
選
・
同
文
集
」
を
入
手
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
時
期
を
、
缺
落
部
分
を
さ
し
ひ
い
て
も
な
お
大
量
に
た
も
っ
て
お
り
、
そ
し
て
Ｆ
が
問
題
の
入
手
記
事
で
あ
れ
ば
、
お
よ
そ
つ
じ
つ
ま
が
合
う
。「
摺
本
注
文
選
」
の
五
臣
注
本
の
ほ
ぼ
確
実
を
実
証
で
き
た
い
ま
、
Ａ
Ｆ
二
書
の
同
一
説
は
一
定
の
論
拠
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
曾
令
文
は
長
保
年
間
と
寛
弘
年
間
と
二
度
の
来
日
が
確
認
で
き
る
。
初
回
は
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
か
ら
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
の
あ
し
か
け
六
年
の
長
期
滞
在
に
な
っ
た29
）
。
こ
の
と
き
の
来
日
は
藤
原
行
成
の
『
権
記
』
に
見
え
、
支
払
い
に
つ
い
て
の
道
長
の
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
に
再
来
日
、
こ
の
翌
年
に
「
五
臣
注
文
選
・
文
集
」
を
道
長
に
贈
る
の
で
あ
る
。
蒐
書
に
熱
心
な
道
長
の
こ
と
、
初
回
来
日
時
の
令
文
に
漢
籍
購
入
の
希
望
を
つ
た
え
た
可
能
性
は
あ
る
。
「
摺
本
注
文
選
・
同
文
集
」
曾
令
文
将
来
説
は
積
極
的
徴
証
こ
そ
得
が
た
い
け
れ
ど
、
ま
ず
は
妥
当
な
理
解
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
該
説
が
是
認
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
さ
き
に
中
断
し
た
本
か
両
浙
本
か
の
択
一
に
あ
る
視
点
が
ひ
ら
け
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
海
外
交
易
の
中
核
都
市
で
あ
っ
た
杭
州
と
両
浙
本
と
の
近
し
さ
で
あ
る
。
唐
代
後
半
の
海
外
交
易
の
中
心
は
長
江
河
口
域
な
か
ん
づ
く
揚
州
で
あ
っ
た
。
し
か
し
八
世
紀
後
半
よ
り
徐
々
に
進
行
し
た
砂
漲
現
五
七
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
象
、
九
世
紀
な
か
ば
以
降
の
戦
乱
に
よ
っ
て
揚
州
は
衰
退
、
か
わ
っ
て
繁
栄
し
た
の
が
銭
塘
江
河
口
域
で
あ
っ
た
。
中
心
都
市
は
杭
州
で
あ
る30
）
。
唐
末
そ
し
て
呉
越
か
ら
宋
へ
、
杭
州
・
明
州
と
博
多
と
に
は
頻
繁
な
海
上
交
通
が
あ
っ
た
。
榎
本
渉
に
よ
れ
ば
、
十
一
世
紀
に
な
る
と
宋
商
の
発
着
地
は
明
州
お
よ
び
そ
の
延
長
と
し
て
の
杭
州
に
一
本
化
す
る
と
い
う31
）
。
ち
ょ
う
ど
道
長
の
時
代
で
あ
る
。
「
摺
本
注
文
選
」
が
両
浙
本
で
あ
れ
ば
、
宋
商
の
令
文
に
と
っ
て
入
手
は
比
較
的
容
易
な
は
ず
だ
。
Ｄ
な
ど
が
本
の
開
封
に
お
け
る
通
行
を
い
う
が
、
海
上
を
主
舞
台
に
し
た
海
商
に
と
っ
て
本
入
手
の
困
難
度
は
両
浙
本
の
そ
れ
に
く
ら
べ
格
段
に
お
お
き
い
。
北
宋
初
期
に
お
け
る
刊
本
の
流
通
の
程
度
を
お
お
き
く
見
積
も
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
呉
越
時
代
を
前
史
と
し
た
、
天
台
山
と
日
本
仏
教
界
と
の
活
発
な
交
渉
も
こ
の
見
方
を
後
押
し
す
る
だ
ろ
う
。
源
信
が
自
著
『
往
生
要
集
』
な
ど
日
本
撰
述
の
天
台
典
籍
を
、
来
日
し
た
杭
州
水
心
寺
の
僧
斉
隠
に
贈
り
宋
で
の
流
布
を
託
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
永
延
二
年
（
九
八
八
）
の
こ
と
。
上
川
通
夫
に
よ
れ
ば
そ
れ
以
降
、
日
中
天
台
宗
間
の
交
流
が
と
く
に
活
発
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
う
ち
に
は
道
長
ら
日
本
の
政
府
中
枢
の
つ
よ
い
意
向
が
う
か
が
え
、
そ
れ
は
宋
皇
帝
膝
下
の
開
封
の
仏
教
で
は
な
く
江
南
の
天
台
浄
土
教
の
移
入
を
選
択
し
た
あ
ら
わ
れ
と
い
う32
）
。
論
頭
に
引
い
た
Ｂ
の
念
救
の
帰
朝
は
天
台
山
大
慈
寺
再
建
の
寄
進
を
道
長
ら
に
つ
の
る
た
め
で
あ
り
、
念
救
の
再
渡
宋
に
あ
た
っ
て
道
長
ら
は
砂
金
百
両
や
種
々
の
仏
具
を
施
送
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
道
長
の
天
台
浄
土
教
へ
の
注
視
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
交
流
を
媒
介
し
た
の
は
曾
令
文
ら
海
商
で
あ
る
。
天
台
山
を
有
す
る
両
浙
地
方
と
曾
令
文
と
、
そ
し
て
両
浙
本
と
、
か
か
わ
り
は
い
っ
そ
う
密
接
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
に
「
摺
本
注
文
選
」
を
比
定
す
る
に
、
本
と
両
浙
本
と
印
刷
史
か
ら
は
ど
ち
ら
を
と
る
べ
き
か
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
日
宋
間
の
交
易
、
道
長
の
天
台
浄
土
教
へ
の
注
視
と
い
う
視
点
を
く
わ
え
れ
ば
、
両
浙
本
の
可
能
性
が
俄
然
つ
よ
ま
る
。
も
っ
と
も
直
截
に
両
浙
本
説
を
説
く
こ
と
も
史
料
の
不
備
か
ら
か
な
わ
な
い
。
両
浙
本
説
は
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
に
と
ど
ま
る
け
れ
ど
、
状
況
的
に
は
ま
ず
は
妥
当
な
比
定
と
考
え
る
。
こ
の
比
定
が
正
し
け
れ
ば
、
両
浙
本
の
刊
刻
時
期
は
、
曾
令
文
が
再
来
日
し
た
一
〇
〇
五
年
（
宋
の
景
徳
二
年
）
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
五
八
お
わ
り
に
果
た
し
て
小
論
は
「
摺
本
注
文
選
」
を
ば
杭
州
印
行
と
推
さ
れ
る
両
浙
本
に
比
定
し
た
。
両
浙
本
は
朝
鮮
正
徳
本
に
ほ
ぼ
保
存
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
本
邦
の
『
文
選
』
諸
本
な
ど
の
書
込
み
の
う
ち
に
朝
鮮
正
徳
本
と
の
み
共
通
す
る
文
字
が
あ
っ
た
ば
あ
い
、
そ
れ
の
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
は
道
長
旧
蔵
本
ま
た
は
そ
の
重
鈔
本
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
道
長
の
刊
本
入
手
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど
迅
速
で
あ
る
。
か
れ
は
当
時
の
政
府
中
枢
に
あ
り
、
大
宰
府
の
役
人
（
平
親
信
な
ど
）
と
も
つ
よ
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
か
ら
、
舶
載
品
の
情
報
も
比
較
的
す
み
や
か
に
得
ら
れ
た
ろ
う
し
購
入
の
便
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
小
論
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
。
最
後
に
、
道
長
の
事
例
を
中
心
と
し
た
当
時
の
宋
刊
本
入
手
の
意
義
は
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
、
二
点
に
わ
た
り
述
べ
て
お
こ
う
と
思
う
。
第
一
に
日
本
印
刷
史
に
と
っ
て
。
そ
の
意
義
は
小
さ
く
な
い
は
ず
だ
。「
百
万
塔
陀
羅
尼
」
を
し
ば
ら
く
お
け
ば
、
日
本
の
印
刷
の
創
始
は
摺
経
供
養
と
い
う
写
経
の
一
形
態
で
あ
る
。
法
華
経
を
主
と
し
て
仏
経
を
印
刷
し
功
徳
を
つ
む
の
で
あ
る
。
摺
経
の
史
料
初
出
は
ほ
か
で
も
な
い
『
御
堂
関
白
記
』
で
、
寛
弘
六
年
十
二
月
十
四
日
条
に
「
又
太
内
御
願
千
部
法
華
経
摺
初
」
と
あ
る
。
道
長
が
曾
令
文
か
ら
宋
刊
本
を
贈
ら
れ
た
三
年
後
で
あ
る
。
こ
れ
が
摺
経
の
草
創
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
摺
経
供
養
が
寛
弘
年
間
（
一
〇
〇
四
〜
一
〇
一
一
）
ご
ろ
に
は
じ
ま
る
の
は
ほ
ぼ
確
実
と
さ
れ
る33
）
。
紙
が
非
常
に
高
価
だ
っ
た
時
代
、
摺
経
の
実
施
に
は
膨
大
な
資
本
力
が
要
る
。
時
期
ま
た
財
力
か
ら
い
っ
て
、
道
長
が
摺
経
の
極
初
の
実
行
者
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
あ
る
い
は
か
れ
が
創
業
主
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
摺
経
勃
興
の
背
景
に
新
渡
の
中
国
刊
本
を
説
く
む
き
が
多
い
。
と
く
に
然
の
将
来
し
た
開
宝
蔵
五
千
四
十
八
巻
の
影
響
は
よ
く
指
摘
さ
れ
る34
）
。
お
そ
ら
く
そ
う
な
の
だ
ろ
う
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
摺
経
の
創
始
が
然
の
帰
朝
（
九
八
七
年
）
直
後
で
な
く
、
約
二
十
年
後
の
道
長
が
政
権
の
座
に
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
だ35
）
。
ま
た
入
唐
僧
の
将
来
品
に
刊
本
が
ま
じ
っ
て
い
た
か
ら
、
然
以
前
に
五
九
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
刊
経
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
開
宝
蔵
の
影
響
を
み
と
め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
が
、
宋
商
か
ら
の
宋
刊
本
進
呈
が
道
長
を
摺
経
に
誘
引
し
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
て
よ
い
。
摺
経
の
影
響
は
奈
良
に
も
お
よ
び
、
書
籍
印
刷
の
は
じ
ま
り
と
い
う
べ
き
春
日
版
を
お
こ
し
た
。
意
義
の
小
さ
く
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る36
）
。
第
二
に
日
本
の
学
藝
史
に
と
っ
て
。
印
刷
史
上
の
意
義
は
宋
刊
本
の
モ
ノ
と
し
て
の
寄
与
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
対
照
的
に
印
刷
さ
れ
た
本
文
の
影
響
は
道
長
の
こ
ろ
に
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鈔
本
は
異
本
を
生
じ
や
す
い
。
極
端
な
こ
と
を
い
え
ば
、
鈔
写
を
く
り
か
え
す
た
び
に
本
文
を
異
に
し
た
テ
キ
ス
ト
が
で
き
あ
が
る
。
唐
以
前
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
多
様
な
異
本
が
並
存
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
宋
人
の
校
訂
に
よ
っ
て
定
本
が
つ
く
ら
れ
、
印
刷
の
普
及
に
よ
っ
て
異
本
の
淘
汰
が
実
現
し
た37
）
。
道
長
ら
平
安
の
貴
顕
た
ち
が
中
国
刊
本
を
渇
望
し
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、
か
れ
ら
は
新
渡
の
刊
本
と
伝
世
の
古
鈔
本
と
の
差
異
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
か
。
た
と
え
ば
『
白
氏
文
集
』
の
刊
本
の
本
文
と
旧
鈔
本
の
本
文
と
に
大
量
の
異
同
の
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
け
れ
ど
、「
宋
版
本
の
本
文
が
、
旧
鈔
本
の
そ
れ
を
退
け
る
程
、
一
般
に
も
影
響
を
与
え
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
両
種
の
本
文
が
相
違
す
る
こ
と
自
体
で
す
ら
、
ど
れ
程
こ
れ
を
承
知
し
て
い
た
か
、
甚
だ
疑
わ
し
く
思
わ
れ
る
。
…
…
宋
版
本
は
、
依
然
と
し
て
ご
く
稀
の
書
物
で
あ
り
、
一
部
、
最
上
流
の
間
に
、
一
種
の
財
宝
と
し
て
、
秘
蔵
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
た
太
田
次
男
の
評
価
が
適
当
だ
ろ
う38
）
。
中
国
で
は
刊
本
の
普
及
に
と
も
な
い
伝
世
の
古
鈔
本
は
急
速
に
ほ
ろ
ん
だ
。
同
様
の
こ
と
は
日
本
で
も
お
こ
っ
た
。
と
く
に
南
宋
以
降
に
福
建
を
主
産
地
と
し
た
坊
刻
本
が
比
較
的
多
く
舶
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
刊
本
に
依
拠
す
る
学
問
研
究
が
流
行
し
、
中
国
刊
本
の
本
文
に
追
随
し
古
鈔
本
が
つ
た
え
た
本
文
が
改
変
さ
れ
る
事
態
を
生
じ
た39
）
。
道
長
の
こ
ろ
早
く
も
刊
本
崇
拝
の
風
は
つ
よ
か
っ
た
が
、
な
お
流
通
量
が
極
少
で
あ
っ
た
た
め
古
鈔
本
を
駆
逐
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
刊
本
中
心
主
義
の
萌
芽
は
こ
の
時
期
に
も
と
め
ら
れ
る
。
道
長
の
こ
ろ
刊
本
が
も
て
は
や
さ
れ
た
の
は
、
宋
版
特
有
の
刻
字
の
美
観
と
い
っ
た
、
唐
物
舶
来
の
モ
ノ
と
し
て
の
優
秀
性
が
六
〇
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
評
価
の
基
準
は
、
瑠
璃
壺
、
秘
色
青
磁
、
沈
香
と
い
っ
た
唐
物
と
同
列
で
あ
っ
た
と
推
量
さ
れ
る40
）
。
本
文
校
訂
な
ど
学
問
水
準
の
優
劣
が
判
断
さ
れ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
あ
る
ま
い
。
宋
刊
本
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
威
信
財
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。
た
だ
し
威
信
財
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
、
そ
の
本
文
の
信
用
度
を
高
め
た
ろ
う
。
し
だ
い
に
刊
本
を
尊
重
す
る
学
問
研
究
が
展
開
す
る
下
地
は
こ
の
辺
り
に
見
出
せ
る
。
平
田
昌
司
は
日
本
に
お
け
る
漢
籍
の
伝
承
に
つ
い
て
、
奈
良
・
平
安
時
代
初
期
と
平
安
時
代
末
期
・
鎌
倉
時
代
と
の
あ
い
だ
に
大
き
な
断
層
と
空
白
と
を
見
て
い
る41
）
。
道
長
の
時
代
は
ま
さ
に
こ
の
断
層
の
う
ち
に
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
を
分
水
嶺
に
前
後
の
学
問
の
質
が
連
続
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
連
続
の
解
釈
に
は
種
々
あ
り
得
る
が
、
道
長
以
降
に
刊
本
が
加
入
す
る
と
い
う
書
籍
の
流
通
の
変
化
も
一
背
景
と
し
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
刊
本
が
日
本
に
も
登
場
し
、
そ
の
本
文
の
信
用
度
が
上
昇
す
る
の
に
と
も
な
っ
て
旧
鈔
本
本
文
に
依
拠
し
た
旧
来
の
学
問
は
流
行
お
く
れ
と
な
り
、
刊
本
に
依
拠
し
て
新
展
開
を
は
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
長
時
代
の
中
国
刊
本
の
舶
載
は
な
お
微
少
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
学
藝
史
に
と
っ
て
も
あ
だ
疎
か
に
で
き
な
い
。
註１
）
飯
沼
清
子
「
藤
原
道
長
の
書
籍
蒐
集
」（『
風
俗
』
第
二
七
巻
第
二
号
、
一
九
八
八
年
）、
岡
部
明
日
香
「
藤
原
道
長
の
漢
籍
輸
入
と
寛
弘
期
日
本
文
学
へ
の
影
響
」（
王
勇
・
久
保
木
秀
夫
編
『
奈
良
・
平
安
期
の
日
中
文
化
交
流
ブ
ッ
ク
ロ
ー
ド
の
視
点
か
ら
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
朧
谷
寿
『
藤
原
道
長
男
は
妻
が
ら
な
り
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
一
五
九
〜
一
六
〇
頁
の
諸
論
著
を
参
看
。
漢
詩
人
と
し
て
の
道
長
を
論
じ
た
光
島
民
子
「
御
堂
関
白
記
の
一
考
察
文
人
道
長
を
中
心
と
し
て
」（『
女
子
大
国
文
』
第
四
六
号
、
一
九
六
七
年
）
に
も
関
説
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
2
）
道
長
と
親
し
か
っ
た
藤
原
行
成
（
九
七
二
〜
一
〇
二
七
）
の
日
記
『
権
記
』
寛
弘
七
年
十
一
月
二
十
八
日
つ
ま
り
同
日
条
に
も
道
長
の
摺
本
献
上
を
つ
た
え
、「
摺
本
文
選
」「
摺
本
文
集
」
の
文
字
が
あ
る
。
3
）
長
澤
規
矩
也
「
わ
が
国
に
お
け
る
漢
籍
の
翻
刻
に
つ
い
て
」
（『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
。
初
出
一
九
五
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
仏
典
を
の
ぞ
く
漢
籍
に
つ
い
て
、
現
存
最
古
の
和
刻
本
は
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
刊
『
寒
山
詩
』
で
、
寒
山
を
仏
家
と
し
て
こ
れ
を
除
外
す
れ
ば
、
延
文
四
年
（
一
六
一
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
三
五
九
）
刊
『
詩
法
源
流
』
と
い
う
（
二
八
一
頁
）。
い
ま
の
と
こ
ろ
外
典
の
和
刻
が
平
安
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
徴
証
は
な
い
。
日
本
で
の
印
刷
の
創
業
時
期
に
は
議
論
が
あ
る
。
有
名
な
「
百
万
塔
陀
羅
尼
」（
七
六
四
〜
七
七
〇
年
）
を
印
刷
物
と
認
定
す
る
か
否
か
、
端
的
に
い
え
ば
そ
の
印
出
法
が
摺
刷
か
押
捺
か
決
着
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
増
田
晴
美
編
著
『
百
万
塔
陀
羅
尼
の
研
究
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
を
中
心
に
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
っ
て
最
新
の
知
見
が
し
め
さ
れ
た
が
、
摺
刷
か
押
捺
か
を
決
す
る
に
は
な
お
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。「
百
万
塔
陀
羅
尼
」
の
の
ち
二
百
年
あ
ま
り
は
印
刷
の
空
白
期
で
、
つ
い
で
知
ら
れ
る
の
は
十
一
世
紀
初
頭
の
摺
経
供
養
（
後
述
）
で
あ
る
。
摺
経
供
養
が
印
刷
の
創
業
か
再
開
か
は
と
も
か
く
、
そ
れ
は
写
経
の
簡
便
な
代
替
法
で
あ
り
書
籍
印
刷
と
は
や
や
性
格
を
こ
と
に
す
る
。
書
籍
の
印
刷
と
い
う
ば
あ
い
、
そ
の
嚆
矢
を
院
政
期
ご
ろ
お
こ
る
春
日
版
に
お
く
大
内
田
貞
郎
の
見
解
が
、
わ
た
し
に
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
春
日
版
の
最
古
の
遺
品
は
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
刊
『
成
唯
識
論
』
で
あ
る
。
大
内
田
「
東
洋
に
お
け
る
印
刷
技
法
と
日
本
の
書
物
装
訂
・
印
刷
に
つ
い
て
」（『
杏
雨
』
第
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）
七
二
〜
七
四
頁
参
看
。
4
）
拙
稿
「
日
本
側
史
料
か
ら
見
た
『
白
氏
文
集
』
の
北
宋
刊
本
」
（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
、
掲
載
豫
定
）。
5
）
宋
代
の
『
文
選
』
刊
刻
の
歴
史
は
、
岡
村
繁
「
宋
代
刊
本
『
李
善
注
文
選
』
に
見
ら
れ
る
『
五
臣
注
』
か
ら
の
剽
窃
利
用
」（『
村
山
吉
廣
教
授
古
稀
記
念
中
国
古
典
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
一
覧
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
范
志
新
『
文
選
版
本
論
稿
』（
江
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
に
は
簡
略
な
「
文
選
版
刻
年
表
」
が
そ
な
わ
る
。
6
）
『
宋
会
要
輯
稿
』
は
、
克
勤
の
版
木
献
上
を
大
中
祥
符
八
年
に
繫
年
し
て
い
る
。
同
書
崇
儒
四
之
一
八
「
求
書
蔵
書
」
に
「
九
月
七
日
、
以
故
国
子
祭
酒
知
容
州
守
素
男
克
勤
為
奉
職
、
克
勤
表
進
文
選
・
六
帖
・
初
学
記
印
板
。
枢
密
使
王
欽
若
聞
其
事
故
也
」
と
あ
り
、
そ
の
直
前
は
同
年
四
月
条
、
直
後
は
も
う
天
禧
元
年
八
月
条
で
あ
る
。『
宋
会
要
輯
稿
』
の
記
載
法
は
各
項
目
内
編
年
だ
が
、
紀
年
の
重
出
を
避
け
こ
れ
を
省
筆
す
る
の
で
条
録
に
誤
脱
が
あ
っ
た
ば
あ
い
紀
年
は
く
る
っ
て
し
ま
う
。
い
ま
八
年
か
九
年
か
を
決
す
る
材
料
を
も
た
な
い
。
小
論
は
い
ち
お
う
八
年
説
を
と
っ
て
お
く
。
な
お
、
こ
の
四
月
条
は
後
述
す
る
国
子
監
初
修
本
を
焼
い
た
宮
城
火
災
の
記
事
で
あ
る
。
克
勤
の
版
木
献
上
は
初
修
本
焼
亡
を
う
け
て
の
行
動
と
推
さ
れ
る
。
７
）
不
備
の
子
細
を
ふ
く
め
昭
裔
刻
書
の
こ
と
は
、
李
書
華
「
五
代
時
期
的
印
刷
」（『
大
陸
雑
誌
』
第
二
一
巻
第
三
期
、
一
九
六
〇
年
）
五
〜
六
頁
に
く
わ
し
い
。
そ
の
補
訂
を
、
翁
同
文
「
近
人
引
述
昭
裔
刻
書
事
訂
補
」（『
大
陸
雑
誌
』
第
三
七
巻
第
九
期
、
一
九
六
八
年
）
が
な
し
て
い
る
。
な
お
北
宋
の
陶
岳
『
五
代
史
補
』
五
巻
は
現
存
す
る
が
、
王
明
清
の
引
い
た
こ
の
文
章
は
見
あ
た
ら
な
い
。『
四
庫
全
書
総
目
』
の
提
要
は
伝
写
の
間
の
遺
漏
で
あ
ろ
う
と
い
う
（
史
部
雑
史
類
）。
8
）
当
該
条
の
胡
三
省
注
が
「
、
姓
也
。
丘
氏
或
為
氏
、
望
出
平
昌
・
鉅
鹿
」
と
い
う
。
後
掲
「
五
臣
本
後
序
」
に
い
う
天
聖
四
年
刊
五
臣
注
『
文
選
』
の
刊
刻
者
が
「
平
昌
孟
氏
」
で
あ
る
こ
と
と
関
聯
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
存
疑
と
し
て
お
く
。
六
二
9
）
『
宋
会
要
輯
稿
』
崇
儒
四
之
一
五
「
求
書
蔵
書
」
乾
徳
三
年
九
月
条
。
10
）
た
と
え
ば
、
范
志
新
『
文
選
版
本
論
稿
』（
前
掲
）
一
七
六
〜
一
七
七
頁
参
看
。
唐
の
開
元
年
間
に
五
臣
注
が
成
り
こ
れ
を
玄
宗
が
評
価
し
て
よ
り
、『
文
選
』
の
所
依
の
注
釈
は
李
善
で
は
な
く
五
臣
の
も
の
が
通
例
と
な
っ
た
。
五
臣
注
重
視
の
風
は
北
宋
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。
北
宋
の
蘇
東
坡
の
評
語
「
李
善
注
文
選
、
本
末
詳
備
、
極
可
喜
。
所
謂
五
臣
者
、
真
俚
儒
之
荒
陋
者
也
。
而
世
以
為
勝
善
、
亦
謬
矣
」（『
東
坡
志
林
』
巻
一
ほ
か
）
は
そ
の
一
証
で
あ
る
。
東
坡
は
当
時
か
ず
少
な
い
李
善
注
支
持
者
で
あ
っ
た
。
北
宋
国
子
監
李
善
注
本
の
刊
刻
は
、
な
お
流
行
の
つ
づ
く
通
俗
的
注
解
と
い
う
べ
き
五
臣
注
駆
逐
の
意
味
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
一
定
の
成
功
を
え
た
。
両
注
釈
の
盛
衰
に
つ
い
て
は
、
岡
村
繁
「
宋
代
刊
本
『
李
善
注
文
選
』
に
見
ら
れ
る
『
五
臣
注
』
か
ら
の
剽
窃
利
用
」（
前
掲
）
参
看
。
11
）
宿
白
『
唐
宋
時
期
的
版
印
刷
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
二
四
〜
二
五
頁
。
12
）
該
本
は
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
奎
章
閣
と
日
本
の
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
と
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
磯
部
彰
「
朝
鮮
版
『
文
選
』
六
臣
注
本
の
諸
版
本
」（『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
両
者
が
同
版
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
奎
章
閣
本
が
ソ
ウ
ル
市
の
正
文
社
よ
り
影
印
さ
れ
て
お
り
（
一
九
八
三
年
）、
わ
た
し
は
こ
れ
を
閲
覧
し
た
。
13
）
饒
宗
頤
「
唐
代
文
選
学
略
述
」（『
饒
宗
頤
二
十
世
紀
学
術
文
集
』
第
十
六
冊
、
新
文
豊
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
二
〇
〇
〇
年
）
七
四
三
〜
七
四
四
頁
。
な
お
、
磯
部
彰
「
朝
鮮
版
五
臣
注
『
文
選
』
の
研
究
」（『
東
北
ア
ジ
ア
ア
ラ
カ
ル
ト
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、「
二
川
」
本
を
ば
本
と
は
別
の
未
知
の
北
宋
刊
本
に
比
定
す
る
が
（
四
五
〜
四
九
頁
）、
あ
ら
た
な
謎
を
生
む
だ
け
で
あ
る
。
傅
剛
『
文
選
版
本
研
究
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、「
這
二
川
・
両
浙
刻
本
応
該
都
是
従
氏
刻
本
而
来
」
と
い
う
の
み
で
あ
る
（
二
九
八
頁
）。
14
）
両
浙
路
で
は
、
た
と
え
ば
蘇
州
の
印
刷
も
有
名
だ
が
、
蘇
州
で
の
出
版
事
業
は
北
宋
の
嘉
祐
四
年
（
一
〇
五
九
）
に
『
杜
工
部
集
』
を
刊
刻
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
か
ら
、「
旧
本
」
を
刷
っ
た
「
両
浙
」
は
蘇
州
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
戸
崎
哲
彦
「
范
成
大
『
石
湖
大
全
集
』
の
亡
佚
と
『
石
湖
居
士
詩
集
』
の
成
立
」
（『
島
大
言
語
文
化
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）
一
八
頁
参
看
。
15
）
『
宝
篋
印
経
』
に
つ
い
て
は
、
張
秀
民
「
五
代
呉
越
国
的
印
刷
」
（『
張
秀
民
印
刷
史
論
文
集
』
印
刷
工
業
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。
初
出
一
九
七
八
年
）
に
く
わ
し
い
。
16
）
王
国
維
『
両
浙
古
刊
本
考
』
序
（『
王
国
維
遺
書
』
第
一
二
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。
初
版
一
九
四
〇
年
）
は
「
北
宋
監
本
刊
于
杭
者
、
殆
居
泰
半
」
と
い
う
。
五
代
か
ら
両
宋
に
お
け
る
杭
州
の
印
刷
文
化
に
つ
い
て
は
、
張
秀
民
（
韓
増
訂
）
『
中
国
印
刷
史
』
上
（
挿
図
珍
蔵
増
訂
版
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
の
、
五
代
は
三
三
〜
三
七
頁
、
宋
代
は
四
八
〜
五
六
頁
な
ど
を
参
看
。
17
）
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
の
学
者
葉
夢
得
『
石
林
燕
語
』
巻
八
に
「
今
天
下
印
書
、
以
杭
州
為
上
、
蜀
本
次
之
、
福
建
最
下
。
京
師
比
歳
印
板
、
殆
不
減
杭
州
、
但
紙
不
佳
、
蜀
与
福
建
多
以
柔
木
刻
之
、
取
其
易
成
而
速
、
故
不
能
工
」
と
あ
る
。
蔵
書
家
と
し
て
六
三
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
知
ら
れ
る
夢
得
の
評
で
あ
れ
ば
信
を
お
け
よ
う
。
こ
こ
に
い
う
杭
州
、
成
都
（
蜀
）、
福
建
に
都
の
開
封
を
く
わ
え
た
四
地
域
が
北
宋
時
代
の
印
刷
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
朱
迎
平
『
宋
代
刻
書
産
業
与
文
学
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
四
二
頁
参
看
。
当
然
の
帰
結
と
い
う
べ
き
だ
が
、「
二
川
両
浙
」
は
当
時
の
印
刷
文
化
の
最
先
端
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
18
）
く
わ
え
て
、
范
志
新
編
撰
『
文
選
版
本
英
』（
貴
州
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
っ
て
、
巻
二
十
九
の
巻
首
半
葉
の
書
影
が
見
ら
れ
る
（
一
五
頁
）。
19
）
阿
部
隆
一
「
北
京
南
京
上
海
観
書
記
」（『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
宋
元
版
篇
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
。
初
出
一
九
八
二
年
）
四
二
一
〜
四
二
三
頁
。
ま
た
、
阿
部
『
増
訂
中
国
訪
書
志
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
）
に
も
同
趣
旨
の
解
説
あ
り
（
五
九
六
頁
）。
20
）
傅
剛
「
関
于
現
存
幾
種
五
臣
注
文
選
」（
前
掲
『
文
選
版
本
研
究
』）。
21
）
「
銭
唐
鮑
洵
書
字
」
の
鮑
洵
な
る
人
物
は
、
紹
興
三
十
一
年
（
一
一
六
〇
）
刊
『
心
賦
注
』
巻
四
末
に
見
え
る
「
銭
唐
鮑
洵
書
」
の
鮑
洵
と
同
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
杭
州
が
臨
安
府
に
昇
格
し
た
の
は
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
で
あ
る
。
以
上
の
徴
証
か
ら
、
鍾
家
本
が
南
宋
初
年
の
刊
刻
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
前
掲
『
中
国
版
刻
図
録
』
の
解
題
を
参
看
。
さ
て
、
鮑
洵
が
版
下
の
書
者
と
い
う
こ
と
は
、
鍾
家
本
は
被
彫
に
よ
っ
た
の
で
は
な
く
、
底
本
を
見
な
が
ら
鮑
洵
が
筆
写
し
て
版
下
を
こ
し
ら
え
た
と
推
さ
れ
る
。
後
述
の
ご
と
く
底
本
が
孟
本
と
す
れ
ば
、
孟
本
の
文
字
が
小
さ
す
ぎ
た
た
め
版
式
を
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
。
あ
る
い
は
底
本
の
貴
重
さ
ゆ
え
そ
の
ま
ま
版
下
に
で
き
な
か
っ
た
か
ら
か
。
22
）
た
と
え
ば
、
尾
崎
康
『
正
史
宋
元
版
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年
）
三
三
頁
、
同
「
宋
版
鑑
別
法
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
八
五
号
、
一
九
八
五
年
）
八
・
一
一
〜
一
三
頁
な
ど
参
看
。
23
）
傅
剛
「
関
于
現
存
幾
種
五
臣
注
文
選
」（
前
掲
）
も
底
本
を
孟
本
に
擬
す
る
（
二
五
五
頁
）。
24
）
朝
鮮
正
徳
本
は
複
数
の
伝
本
を
み
る
が
、
首
尾
の
そ
ろ
う
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本
が
同
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
漢
籍
善
本
全
文
影
像
資
料
庫
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
小
論
も
該
本
の
閲
覧
に
は
同
資
料
庫
よ
り
恩
恵
を
う
け
た
。
該
本
の
専
論
に
三
篇
あ
り
。
黒
田
亮
「
五
臣
注
文
選
の
研
究
」（『
朝
鮮
旧
書
考
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）、
金
学
主
（
豊
福
健
二
訳
）「
李
朝
刊
『
五
臣
注
文
選
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
二
四
号
、
一
九
九
三
年
。
原
論
文
の
発
表
は
一
九
九
〇
年
）、
磯
部
彰
「
朝
鮮
版
五
臣
注
『
文
選
』
の
研
究
」（
前
掲
）。
な
お
、
黒
田
論
文
は
朝
鮮
宣
徳
本
・
朝
鮮
正
徳
本
に
関
す
る
最
初
期
の
研
究
で
、
す
で
に
朝
鮮
宣
徳
本
と
秀
州
本
と
、
ま
た
孟
本
、
国
子
監
本
と
の
関
係
を
正
確
に
認
定
し
て
い
る
（
一
八
九
〜
一
九
一
頁
）。
し
か
し
、
黒
田
の
見
解
は
長
ら
く
『
文
選
』
の
版
本
研
究
家
に
と
ど
か
な
か
っ
た
。
黒
田
論
文
が
引
拠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
25
）
磯
部
彰
「
朝
鮮
版
五
臣
注
『
文
選
』
の
研
究
」（
前
掲
）
の
と
く
に
四
二
〜
四
七
頁
。
朝
鮮
正
徳
本
の
底
本
問
題
に
つ
い
て
、
少
し
く
こ
と
ば
を
継
い
で
お
く
。
朝
鮮
正
徳
本
末
尾
に
黄
筆
の
跋
文
が
あ
っ
て
該
本
印
刷
の
顚
末
を
述
べ
る
。
黄
跋
に
よ
っ
て
朝
鮮
正
徳
本
以
前
、
成
宗
時
代
（
一
四
七
〇
〜
一
四
九
四
）
に
活
字
本
の
六
四
五
臣
注
本
が
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
黒
田
亮
「
五
臣
注
文
選
の
研
究
」（
前
掲
）
に
、
第
十
図
「
鋳
字
本
五
臣
注
文
選
」
と
し
て
書
影
の
載
る
巻
十
二
零
巻
が
、
そ
の
活
字
本
で
あ
ろ
う
と
推
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
姜
相
公
（
姜
渾
）
の
指
導
の
も
と
ふ
た
た
び
開
板
し
た
の
が
朝
鮮
正
徳
本
だ
。
底
本
に
か
か
わ
る
記
述
は
「
公
已
求
得
善
本
」
の
み
で
瞭
然
と
し
な
い
。「
善
本
」
と
は
ど
の
テ
キ
ス
ト
か
、
成
宗
活
字
本
と
朝
鮮
正
徳
本
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
磯
部
論
文
は
両
本
の
関
係
に
つ
い
て
、「
決
し
て
異
本
、
版
本
の
系
譜
が
異
な
る
と
い
っ
た
重
要
な
要
素
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
翻
刻
、
も
し
く
は
覆
刻
と
い
う
書
誌
的
体
裁
上
の
差
異
が
あ
る
版
本
同
士
で
あ
っ
て
、（
朝
鮮
正
徳
本
は
池
田
補
）
成
宗
王
時
代
の
鋳
字
本
の
系
譜
に
あ
る
版
本
で
あ
る
」（
七
頁
）
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
朝
鮮
正
徳
本
を
両
浙
本
の
直
系
と
さ
だ
め
る
。
磯
部
の
説
明
で
不
足
す
る
の
は
、
成
宗
活
字
本
の
底
本
が
両
浙
本
で
同
活
字
本
を
た
だ
整
版
印
刷
し
た
の
が
朝
鮮
正
徳
本
な
の
か
、
成
宗
活
字
本
も
朝
鮮
正
徳
本
も
じ
か
に
両
浙
本
に
よ
っ
た
の
か
、
こ
れ
に
無
回
答
の
た
め
両
浙
本
、
成
宗
活
字
本
、
朝
鮮
正
徳
本
の
三
者
の
か
か
わ
り
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
だ
。
も
っ
と
も
小
論
に
と
っ
て
は
、
両
浙
本
と
朝
鮮
正
徳
本
と
の
継
承
関
係
が
認
定
で
き
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
金
学
主
（
豊
福
健
二
訳
）「
李
朝
刊
『
五
臣
注
文
選
』
に
つ
い
て
」（
前
掲
）
は
、
朝
鮮
正
徳
本
の
祖
本
を
孟
本
に
み
と
め
、
磯
部
説
と
対
立
す
る
。
し
か
し
金
説
で
は
朝
鮮
宣
徳
本
五
臣
注
文
と
朝
鮮
正
徳
本
注
文
と
の
異
同
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
。
磯
部
説
の
ほ
う
が
合
理
的
だ
。
な
お
、
磯
部
は
鍾
家
本
を
も
両
浙
本
の
直
系
で
あ
ろ
う
と
論
じ
る
け
れ
ど
、
鍾
家
本
は
既
述
の
と
お
り
孟
本
の
直
系
に
推
さ
れ
両
浙
本
と
は
じ
か
に
は
関
係
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
黄
跋
に
つ
い
て
は
、
金
論
文
四
七
〜
四
八
頁
に
く
わ
し
い
。
26
）
本
と
両
浙
本
と
の
関
係
は
明
白
で
な
い
。
本
が
両
浙
本
に
先
行
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
た
と
え
ば
両
浙
本
の
底
本
が
本
で
あ
る
と
い
っ
た
、
本
か
ら
両
浙
本
へ
の
影
響
は
あ
り
う
る
。
Ｅ
の
「
模
印
大
而
部
重
」
の
形
容
は
二
川
本
と
両
浙
本
と
両
方
に
か
か
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
蜀
版
は
大
字
で
著
名
だ
か
ら
本
が
そ
う
で
あ
る
の
は
理
解
し
や
す
い
。
両
浙
本
を
も
大
字
本
と
す
れ
ば
、
同
本
は
本
の
重
刊
本
で
あ
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
重
刊
は
校
訂
の
手
間
を
は
ぶ
け
安
く
あ
げ
ら
れ
る
。
Ｅ
「
部
重
則
難
巾
箱
、
労
游
学
之
負
」「
小
字
楷
書
、
深
鏤
濃
印
、
其
失ママ
軽
可
以
致
遠
」
の
文
字
か
ら
、
孟
氏
は
先
行
の
大
字
本
を
排
し
小
字
本
を
製
作
し
た
と
知
ら
れ
る
。
小
字
の
本
が
好
ま
れ
た
の
は
紙
の
価
格
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
書
価
の
う
ち
に
最
大
の
比
重
を
し
め
た
の
は
紙
価
で
あ
っ
た
。
大
字
本
は
必
然
的
に
よ
り
多
く
の
紙
を
要
し
高
く
つ
く
。
孟
氏
は
廉
価
な
テ
キ
ス
ト
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
書
価
と
紙
価
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
井
上
進
『
中
国
出
版
文
化
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
一
一
二
頁
参
看
。
27
）
山
中
裕
編
『
御
堂
関
白
記
全
注
釈
寛
弘
七
年
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
は
「
摺
本
注
文
選
」
を
李
善
注
本
に
比
す
る
が
（
一
九
一
〜
一
九
二
頁
。
執
筆
は
福
嶋
昭
治
）、
そ
の
可
能
性
は
な
い
。
28
）
た
と
え
ば
、
川
口
久
雄
『
三
訂
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
中
篇
（
明
治
書
院
、
一
九
八
二
年
）
六
二
四
頁
、
小
松
茂
美
『
平
安
朝
伝
来
の
白
氏
文
集
と
三
跡
の
研
究
』
第
二
巻
（『
小
松
茂
美
著
作
集
』
第
二
巻
、
旺
文
社
、
一
九
九
七
年
。
初
版
一
九
七
六
五
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
六
年
）
二
二
〇
〜
二
二
一
頁
な
ど
。
黒
田
亮
「
五
臣
注
文
選
の
研
究
」（
前
掲
）
は
Ａ
Ｆ
の
照
応
に
注
目
し
「
摺
本
注
文
選
」
が
五
臣
注
本
で
あ
る
と
推
す
が
、
Ａ
Ｆ
が
同
一
本
と
は
考
え
て
い
な
い
口
吻
で
あ
る
（
二
〇
九
頁
）。
29
）
長
保
年
間
の
来
日
に
つ
い
て
は
、
河
内
春
人
「
宋
商
曾
令
文
と
唐
物
使
」（『
古
代
史
研
究
』
一
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
専
論
が
あ
る
。
30
）
長
江
河
口
域
か
ら
銭
塘
江
河
口
域
へ
の
海
外
交
易
基
地
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
山
崎
覚
士
「
港
湾
都
市
、
杭
州
9
・
10
世
紀
中
国
沿
海
の
都
市
変
貌
と
東
ア
ジ
ア
海
域
」（『
都
市
文
化
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
呉
越
国
の
首
都
杭
州
双
面
の
都
市
変
貌
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
七
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
看
。
31
）
榎
本
渉
「
明
州
市
舶
司
と
東
シ
ナ
海
海
域
」（『
東
ア
ジ
ア
海
域
と
日
中
交
流
九
〜
一
四
世
紀
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
。
初
出
二
〇
〇
一
年
）
表
１
お
よ
び
四
六
〜
四
七
頁
参
看
。
32
）
上
川
通
夫
「
中
世
仏
教
と
「
日
本
国
」」（『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。
初
出
二
〇
〇
一
年
）
二
五
六
〜
二
五
九
頁
。
33
）
摺
経
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
上
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ａ
・
Ｊ
、
一
九
六
七
年
。
初
版
一
九
三
七
年
）
一
〇
〜
二
三
頁
、
同
「
平
安
朝
摺
経
の
研
究
」（『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
講
談
社
、
一
九
七
一
年
復
刊
。
初
出
一
九
四
〇
年
）
を
参
看
。
34
）
た
と
え
ば
、
大
屋
徳
城
『
寧
楽
刊
経
史
』（
内
外
出
版
株
式
会
社
、
一
九
二
三
年
）
四
二
〜
四
七
頁
、
兜
木
正
亨
『
法
華
版
経
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
四
年
）
二
〜
四
頁
、
川
瀬
一
馬
『
入
門
講
話
日
本
出
版
文
化
史
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
三
年
）
四
九
〜
五
〇
頁
、
中
根
勝
『
日
本
印
刷
技
術
史
』（
八
木
書
店
、
一
九
九
九
年
）
六
〇
〜
六
一
頁
な
ど
。
な
お
開
宝
蔵
は
日
本
に
は
じ
め
て
舶
載
さ
れ
た
宋
刊
本
と
推
さ
れ
る
。
然
の
寂
後
、
道
長
に
献
じ
ら
れ
、
天
喜
六
年
（
一
〇
五
八
）
の
法
成
寺
焼
失
で
失
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
35
）
将
来
さ
れ
た
開
宝
蔵
が
日
本
で
ど
う
あ
つ
か
わ
れ
た
か
。
し
ば
し
ば
日
本
仏
教
史
上
の
劃
期
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
じ
つ
分
明
で
な
い
。
た
と
え
ば
牧
野
和
夫
に
よ
れ
ば
、
開
宝
蔵
を
底
本
に
一
切
経
の
書
写
事
業
が
実
施
さ
れ
た
徴
証
は
な
く
、
法
成
寺
焼
失
ま
で
の
短
期
間
、
わ
づ
か
に
缺
本
の
補
充
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
み
と
い
う
。
牧
野
「
十
二
世
紀
後
末
期
の
日
本
舶
載
大
蔵
経
か
ら
然
将
来
大
蔵
経
を
の
ぞ
む
」（
吉
原
浩
人
・
王
勇
編
『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
九
七
〜
九
九
頁
参
看
。
上
川
通
夫
「
中
世
仏
教
と
「
日
本
国
」」（
前
掲
）
が
説
く
日
本
の
天
台
重
視
策
と
も
か
か
わ
っ
て
、
然
帰
朝
の
影
響
に
は
あ
る
種
の
屈
折
が
あ
る
。
36
）
た
だ
し
摺
経
、
春
日
版
、
開
宝
蔵
、
宋
版
外
典
は
印
刷
法
や
装
訂
な
ど
に
お
の
お
の
相
違
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
影
響
関
係
は
単
純
で
な
い
。
装
訂
を
い
え
ば
、
前
三
者
は
巻
子
装
（
少
な
く
と
も
折
ら
な
い
）
で
あ
る
の
に
後
者
は
お
そ
ら
く
胡
蝶
装
で
あ
る
。
仏
典
は
巻
子
へ
の
志
向
が
つ
よ
か
っ
た
。
印
刷
法
も
春
日
版
は
料
紙
を
貼
り
継
い
だ
の
ち
印
刷
す
る
「
ま
き
刷
り
」
で
あ
る
の
に
、
開
宝
蔵
は
一
紙
ご
と
に
印
刷
し
た
あ
と
巻
子
（
宋
版
外
典
は
冊
子
）
に
仕
立
て
る
。
日
本
で
は
刊
経
は
書
写
し
た
そ
れ
に
く
ら
べ
功
徳
は
ひ
く
い
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
ま
き
刷
り
は
書
写
経
典
の
製
作
六
六
手
順
に
近
づ
け
る
た
め
の
操
作
と
推
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
冊
子
へ
の
印
刷
は
高
野
版
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
両
面
印
刷
で
あ
っ
て
中
国
の
印
刷
と
は
異
質
で
あ
る
。
中
国
書
籍
は
日
本
の
書
籍
製
作
法
に
甚
大
な
影
響
を
あ
た
え
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
関
わ
り
方
は
複
雑
で
あ
る
。
中
国
式
の
書
籍
製
作
が
実
行
さ
れ
た
の
は
五
山
版
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
日
中
の
書
籍
製
作
法
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
大
内
田
貞
郎
「
木
版
印
刷
本
に
つ
い
て
東
洋
古
印
刷
の
技
法
と
わ
が
国
の
事
情
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
九
一
号
、
一
九
八
八
年
）、
同
「
東
洋
に
お
け
る
印
刷
技
法
と
日
本
の
書
物
装
訂
・
印
刷
に
つ
い
て
」（
前
掲
）
な
ど
を
参
看
。
37
）
宋
代
ま
た
明
初
に
お
い
て
さ
え
、
な
お
も
鈔
本
こ
そ
が
書
籍
の
主
流
で
あ
っ
た
。
た
だ
底
本
に
は
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
刊
本
が
漸
次
主
流
に
な
る
は
ず
で
、
唐
以
前
の
多
様
な
本
文
が
消
滅
し
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
井
上
進
『
中
国
出
版
文
化
史
』（
前
掲
）
一
七
〇
〜
一
七
五
・
二
一
二
〜
二
一
四
頁
参
看
。
38
）
太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』
上
（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
）
一
六
七
〜
一
六
八
頁
。
つ
い
で
附
言
す
る
。
佐
藤
道
生
「
大
江
匡
房
の
『
文
選
』
受
容
」（『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
一
九
九
五
年
）
は
、
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
）
が
参
照
し
た
『
文
選
』
の
本
文
は
李
善
注
本
よ
り
五
臣
注
本
の
そ
れ
に
ち
か
い
と
い
う
（
九
一
頁
お
よ
び
注
６
））。
匡
房
は
、
古
鈔
本
と
刊
本
と
で
異
同
の
あ
る
『
白
氏
文
集
』
の
本
文
に
つ
い
て
、
新
渡
の
宋
刊
本
を
積
極
的
に
活
用
し
た
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
（
佐
藤
同
上
論
文
集
所
収
「『
本
朝
続
文
粋
』
と
白
詩
白
詩
受
容
史
上
の
大
江
匡
房
」
参
看
。
初
出
一
九
九
三
年
）。
も
し
匡
房
が
五
臣
注
本
を
利
用
し
た
と
す
れ
ば
奈
良
平
安
以
来
の
『
文
選
』
受
容
で
は
異
例
と
思
わ
れ
、
匡
房
の
新
渡
の
印
刷
本
を
重
視
し
た
態
度
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
案
と
し
て
か
れ
が
五
臣
注
本
に
よ
っ
た
わ
け
を
該
本
が
宋
刊
本
で
あ
っ
た
か
ら
と
、
発
展
性
の
あ
る
説
明
が
で
き
る
。
該
本
が
道
長
旧
蔵
本
に
か
か
わ
る
可
能
性
さ
え
う
ま
れ
る
。
し
か
し
、
佐
藤
の
判
断
は
そ
の
依
拠
し
た
『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
上
の
不
備
か
ら
生
じ
た
誤
解
と
思
し
い
。
佐
藤
が
例
示
し
た
の
は
匡
房
の
「
西
府
作
」（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
一
・
７
）
の
第
二
句
「
蒼
波
万
里
途
」、
第
四
十
七
・
四
十
八
句
「
寺
僧
懲
跋
扈
、
神
応
責
」
で
あ
る
。
出
典
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
文
選
』
所
収
の
鮑
昭
「
行
薬
至
城
東
橋
」（
李
善
注
本
で
い
え
ば
巻
二
十
二
）、
張
衡
「
西
京
賦
」（
同
前
巻
二
。
佐
藤
論
文
が
巻
一
「
西
都
賦
」
と
い
う
の
は
誤
記
だ
ろ
う
）
と
い
う
。
鮑
昭
詩
に
つ
い
て
い
え
ば
、
李
善
注
本
が
「
万
里
塗﹅
」
に
作
り
匡
房
詩
の
「
万
里
途﹅
」
と
異
な
る
と
し
、
佐
藤
は
こ
れ
を
五
臣
注
本
利
用
の
徴
証
に
さ
だ
め
る
よ
う
だ
。
た
し
か
に
五
臣
注
の
朝
鮮
正
徳
本
は
匡
房
詩
と
お
な
じ
「
万
里
途﹅
」
に
作
る
。
し
か
し
、
李
善
注
の
旧
を
多
く
た
も
つ
朝
鮮
宣
徳
本
も
「
万
里
途﹅
」
に
作
っ
て
い
る
。
じ
つ
に
李
善
注
本
と
五
臣
注
本
と
は
等
し
く
「
万
里
途
」
の
本
文
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
佐
藤
の
挙
例
は
匡
房
使
用
の
『
文
選
』
が
五
臣
注
本
で
あ
っ
た
論
拠
に
な
ら
な
い
。
張
衡
賦
に
つ
い
て
も
李
善
注
本
が
「
抜﹅
扈
」
に
作
る
と
い
う
が
、
朝
鮮
宣
徳
本
、
朝
鮮
正
徳
本
と
も
に
「
跋﹅
扈
」
に
つ
く
り
匡
房
の
用
字
に
合
致
す
る
。
や
は
り
張
衡
賦
該
句
も
李
善
注
本
と
五
臣
注
本
と
に
異
同
は
な
い
と
思
し
い
。
佐
藤
は
調
査
に
使
っ
た
李
善
注
本
『
文
選
』
の
版
本
を
「
通
行
本
」
と
い
う
の
み
だ
が
、
お
そ
ら
く
胡
刻
本
で
あ
ろ
う
。
胡
刻
本
六
七
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
は
た
し
か
に
「
万
里
塗﹅
」
と
「
抜﹅
扈
」
と
に
作
っ
て
い
る
。
胡
刻
本
は
長
ら
く
李
善
注
本
の
最
善
本
と
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
『
文
選
』
版
本
研
究
の
到
達
点
か
ら
見
れ
ば
、
胡
刻
本
ま
た
そ
の
底
本
で
あ
る
南
宋
の
尤
刻
本
は
、
李
善
注
本
の
原
貌
か
ら
は
と
お
く
相
当
に
問
題
の
多
い
テ
キ
ス
ト
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
佐
藤
の
誤
解
は
、
不
用
意
に
も
胡
刻
本
に
依
拠
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
佐
藤
論
文
の
初
出
時
、
す
で
に
尤
刻
本
の
問
題
を
指
摘
し
た
張
月
雲
「
宋
刊
文
選
李
善
単
注
本
考
」（『
故
宮
学
術
季
刊
』
第
二
巻
第
四
期
、
一
九
八
五
年
）
が
発
表
さ
れ
、
金
学
主
「
韓
国
古
活
字
本
『
文
選
』
の
研
究
」（
前
掲
）
も
訳
出
さ
れ
て
い
た
が
、
岡
村
繁
の
前
掲
二
論
文
は
未
刊
で
あ
っ
た
た
め
、
胡
刻
本
の
問
題
点
は
充
分
に
は
浸
透
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
39
）
た
と
え
ば
、
武
内
義
雄
「
正
平
版
論
語
源
流
本
邦
旧
鈔
本
論
語
の
二
系
統
」（『
武
内
義
雄
全
集
』
第
二
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
。
初
出
一
九
三
三
年
）
は
、
明
経
博
士
家
で
あ
る
清
原
家
の
『
論
語
』
証
本
の
三
変
を
指
摘
す
る
（
四
一
六
頁
）。
三
変
の
う
ち
、
頼
業
（
一
一
二
二
〜
一
一
八
九
）
と
教
隆
（
一
一
九
九
〜
一
二
六
五
）
と
が
伝
家
の
古
鈔
本
を
底
本
に
宋
刊
本
で
校
合
す
る
一
変
、
頼
元
（
一
二
八
九
〜
一
三
六
七
）
が
宋
刊
本
を
本
文
に
伝
家
の
古
鈔
本
を
傍
注
に
あ
つ
か
う
二
変
、
こ
の
一
変
か
ら
二
変
へ
の
背
景
に
は
中
国
刊
本
の
流
通
の
拡
大
が
あ
っ
た
。
40
）
道
長
の
時
代
は
、
こ
の
と
こ
ろ
再
検
討
の
か
ま
び
す
し
い
「
国
風
文
化
」
の
絶
頂
期
で
あ
る
。
そ
の
代
名
詞
と
も
い
う
べ
き
『
源
氏
物
語
』
が
い
か
に
唐
物
に
囲
繞
さ
れ
成
立
し
て
い
る
か
、
河
添
房
江
『
源
氏
物
語
時
空
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
『
源
氏
物
語
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
七
年
）
が
明
か
し
て
い
る
。
41
）
平
田
昌
司
『『
孫
子
』
解
答
の
な
い
兵
法
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
八
二
〜
八
四
頁
。
五
臣
注
『
文
選
』
刊
本
の
系
譜
本
（
二
川
本
）
孟
本
秀
州
本
（
六
家
）
朝
鮮
宣
徳
本
（
六
家
）
鍾
家
本
両
浙
本
（
朝
鮮
成
宗
活
字
本
）
朝
鮮
正
徳
本
陳
八
郎
本
六
八
